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マラソンでじようぶな体づくり

下之 条 保 育 園 は 、 昭 和51年 4月に開園した上田市で はん新しい保育園で、下之条地 籍の周りをた

んはに固まれ太郎山が一望できる環境 の良いところにあります。

現在、 95名の園児が、岩手ーからの強い 風 を 受 け な が ら 、 保 育 室 や 広 い 圏 庭 で 、 た く ま し く 、 生 き 生

きと 意欲的に、飛び回っています。 また、毎日、固から 200メートルほどの下之条の神 社までマラソン

をし 、 体づ くりにはげんでいます。

今日は、 「交通安全教室」ぼくもわたしもお母さんと一緒に、交通ルールを良くおぽえ交通事故にあ

わないよう一生懸命勉強しました。 (下之条保育園長)

主 な内容

新幹線上田駅実現に大きく前進・・・・・ーー・・・ー・・・・・・・・ー・・・・.........2ペ ジ

アメシロ防除を徹底的に行おう ーー・ー‘・・・・・.........・ー・・・ー...ーー ー.3ペ ジ
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国体の 恒 :た が あ な たの 街を走りますーーー・・ ーーーー・・・ー.............ーー5ページ

必ず受けよう ハ カリ の 定期検査・ー-ーーーー・・・・・ーー・・・・・・ーー・ー・.......・ 6ページ

r間後只を募集・ー・・・・・ ーー...........ー・ー・・・・ーーーーー・ーーー....................7ベ ジ

約 8万 人が参加にきやかに上回わ っ しょい・‘ ・・・・・ーーー・・・・・ 8ページ

市民と市長の日
「市民と市長の日」を 9月 1日樹午前

9時から午後 4時まで、市役所 3階市

長室で行います。 お気軽におでかけ〈
fごさし、。

農地問題相談日
農地の問題で悩んでし、る皆さん 、 9

月 1日 幽 午 前 8時 30分から午後 5時ま

で市役所 2階農業委員会事務局で 「農

地問題相談」 を行 い ます。 お気軽にお
て・か け く た'さし、。
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置設駅田
湖
上

和
と

峰
設

4
4

建期早

七
月
十
四
日

「
北
陸
新
幹
線
上
田
駅

誘
致
期
成
同
盟
会

(会
長
石
井
上
田
市

長
)」

は
、
西
沢
県
知
事
、
羽
田
県
議

会
議
長
に
対
し
、
北
陸
新
幹
線
早
期
建

設
と
新
幹
線
駅
を
現
国
鉄
上
田
駅
に
併

設
す
る
よ
う
陳
情
し
ま
し
た
。

新
幹
線
の
建
設
は
、
今
秋
を
め
ど
に

「
具
体
的
な
実
施
計
画
」
の
作
成
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
駅
の
設
置

場
所
に
つ
い
て
は
、
県
知
事
の
意
見
が

重
要
視
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
特

に
「
上
田
駅
設
置
」
に
つ
い
て
強
く
要

望
し
ま
し
た
。

西
沢
県
知
事
a

は
席
上
、
上
田
市
な
ら
び

に
周
辺
町
村
、
関
係
団
体
の
熱
意
を
理

解
さ
れ
、
「
国
鉄
本
社
担
当
局
長
」
と

「
日
本
鉄
道
建
設
公
団
役
員
」
に
直
接

電
話
を
し
、

新
幹
線
上
田
駅
が
実
現
す

る
よ
う
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
県
知

事
の
屯
話
に
よ
り
、
新
幹
線
上
田
駅
設

えヴー第 773号 (思?託部品23)一一一広報3号』

か

県
知
事
が
深
い
理
解
示
す

置
は
大
き
く
前
進
し
「
上
田
駅
」
実
現

が
具
体
化
し
て
き
ま
し
た
。

県
知
事

へ
の
新
幹
線
上
田
駅
設
置
の

陳
情
は
、
何
回
生
究
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
新
幹
線
上
田
駅
設
置
場
所
に
つ
い

て
県
知
事
は
、
今
ま
で
明
ら
か
に
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

田
駅
]

現
に
大
き
く
前
進
]

県
知
事
が

「
北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘

致
期
成
同
盟
会
」
の
要
望
に
、
深
い
理

解
と
協
力
を
示
さ
れ
た
の
は
今
回
が
初

め
て
で
す
。

同
同
盟
会
は
、
同
日
引
き
つ

、つ
い
て

県
議
会
に
羽
田
県
議
会
議
長
を
訪
れ
同

様
の
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

部
落
の
解
放
は
上
田
市
か
ら

|第3回|

部
落
差
別
を
な
く
す

市
民
大
行
動
に
二
千
三
百
人

上
田
市
、
上
田
市
教
育
委
員
会
、
上

田
市
部
落
解
放
審
議
会
、
上
田
市
同
和

対
策
事
業
推
進
委
員
会
、
部
落
解
放
同

盟
上
田
市
協
議
会
が
主
催
し
た
「
第
三

田
部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
大
行
動
」

が
、
七
月
二
十
一
日
、
市
民
会
館
に
学

校
関
係
、
商
工
会
議
所
、
農
協
、
婦
人

会
、
自
治
会
な
ど

の
四
十

一
団
体
お
よ

び
市
民
約
二
千
三
百
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
、
集
会
の
後
、

市
内
三
コ

l
ス
に

別
れ
て
市
中
行
進
し
、

市
民
に
「
同
和

生
が 二
そ 化
ろ 期
そ ア
ろ メ
始 リ

了ま カ

り シ
ま ロ
す ヒ
。 ト

グ〉

発

問
題
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、

部
落
の
完
全
解
放
に
努
力
す
る
よ
う
」

訴
え
ま
し
た
。

市
民
大
行
動
は
、
十
年
の
時
限
立
法

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
の
最

終
年
度
に
あ
た
る
今
年
、
同
法
の
強
化

延
長
を
望
む
声
が
全
国
的
に
強
ま

っ
て

い
る
中
で

「
部
落
差
別
は
、
ま
ず
上
田

市
か
ら
な
く
そ
う
」
を
ス
ロ
ー
か
ン
に

行
い
ま
し
た
。

市
民
会
館
で
は
、
部
落
出
身
の
若
者

除
計
画
を
密
に
し
て
早
目
に
防
除
し
て

く
だ
き
い
。

の
悩
み
と
勇
気
を
物
語

っ
た
「
若
竹
よ

雪
を
は
じ
け
」
の
映
画
を
観
賞
し
た
後
、

石
井
市
長
を
は
じ
め
主
催
者
、
来
賓
が

部
落
差
別
の
解
消
と
完
全
解
放
を
訴
え
、

ス
ロ
ー
か
ン
の
確
認
、
宣
言
を
満
場
一

致
で
決
議
。
そ
の
後
、
市
中
行
進
を
行

い
ま
し
た
。

宣
言
は
「
十
年
の
時
限
立
法

H

同
和

対
策
事
業
特
別
措
置
法
H

が
制
定
さ
れ

て
か
ら
、
同
和
地
区
の
環
境
改
善
、
教

育
の
浸
透
は
拡
が
り
と
深
ま
り
を
み
せ

て
い
る
が
、
同
法
の
最
終
年
度
を
迎
え

た
現
在
で
も
、
差
別
問
題
は
あ
と
を
絶

っ
て
い
な
い
。
同
和
問
題
解
決
の
た
め

に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
白
か
ら
実

践
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
U

と
し
部

落
差
別
の
撤
廃
を
全
市
民
に
訴
え
ま
し

た
。市

民
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
問
題
に
真

剣
に
取
り
組
み
、
一
日
も
早
く
部
落
の

完
全
解
放
が
実
現
す
る
よ
う
努
力
し
ま

し
ょ
、っ
。

' 
の
で
、
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
き
い
。
ま
た
、
木

.市民会館での集会後、市民に「部落差別の解消と完全解放」

を訴ったえて市中行進をする、市民大行動の参加者。

散
布
予
定
日
を
自
治
会
長
さ
ん
へ

連
絡

し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
、
危
険
防
止



る
よ
う

事
の
屯
話
に
よ
り
、
新
幹
線
上
田
駅
設
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アメシロ大発生か

別
れ
て
市
中
行
進
し
、
市
民
に
「
同
和

二化期アメシ口防除を徹底的に

二
化
期
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発

生
か
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
り
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
高
温
期
が
続
い
て
い

る
た
め
短
期
間
に
大
発
生
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

二
化
期
の
「
ア
メ
シ

ロ
」
は
、
生
育

が
非
常
に
早
く
、
防
除
が
遅
れ
る
と
樹

木
が
丸
裸
に
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
家

の
中
ま
で
侵
入
し
ま
す
の
で
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
協
力
し
あ
い
、
自
治
会
の

防
除
計
画
に
し
た
が
っ
て
、
一
匹
残
ら

ず
退
治
し
ま
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
防
除
対
策
本

部
で
は
、
防
除
最
適
期
を
八
月
二
十
七

日
間
か
ら
九
月
三
日
田
ま
で
と
予
想
し

て
い
ま
す
が
、
多
少
早
ま
る

こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
各
防
除
班
は
、
防

A防除が遅れ丸裸にされたクルミの木。

防除が遅れると木の葉を食いつくした

後、家の中にも浸入してきます。

除
計
画
を
密
に
し
て
早
目
に
防
除
し
て

く
だ
さ
い
。

ケ
ガ
の
な
い
よ
う

注
意
し
て
防
除

「
ア
メ
シ

ロ
」
防
除
は
、
自
分
の
樹

木
は
自
分
で
防
除
す
る
の
が
原
則
で
す
。

樹
木
の
所
有
者
は
、
責
任
を
持
っ
て
見

回
り
、
早
目
に
防
除
し
ま
し
ょ
う。

「
ア
メ
シ

ロ
」
防
除
に
は
、
焼
殺
器

や
ノ
コ
ギ
リ
、
カ
マ
な
ど
を
使
用
し
た

り
、
薬
剤
散
布
に
は
、
防
除
機
や
農
薬

が
使
わ
れ
、
た
え
ず
危
険
が
伴
い
ま
す

、
気軽にご相談ください

身体障害者・精神薄弱者相談員きまる:

身体障害者、精神薄弱者の皆さんやご家族の皆きん、悩みご:

とや心配ごとなどがありましたら、下表の相談員の皆さんに気 :

軽にご相談ください

身体障害者相談員の皆さん (敬称略) ‘ 

の
で
、
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
木

や
屋
根
に
登
っ
て
防
除
す
る
場
合
は
、

大
変
危
険
で
す
の
で
特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

業
者
の
薬
剤
散
布
は

早
目
に
申
込
み
ま
し
ょ
う

二
化
期
は
、
業
者
に
よ
る
薬
剤
散
布

(有
料
)
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
、
自
治
会
長
き
ん
を
と
お
し
て
早
目

に
農
林
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
が
あ
り
ま
す
と
、
業
者
か
ら

氏 名 住 所 電 話

笠原正太郎 神畑642 22-4825 

山浦金平 倉升1，234-25 22-6386 

赤羽秀雄 小泉465(横山) 22-7620 

中村 均 大手2・6・28(大手町) 22-5664 

塩 入敏明 鈴子1，024 38-4326 

加藤伍ー 保野1，068 38-5371 

(敬称略)精 神 薄弱者相談員の皆さん

散
布
予
定
日
を
自
治
会
長
き
ん
へ

連
絡

し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
、
危
険
防
止

案
内
、
散
布
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

業
者
に
よ
る
薬
剤
散
布
は
、
八
月
二

十
日
開
か
ら
九
月
二
十
日
附
ま
で
受
付

ま
す
。

薬
剤
散
布
料
金
は
、
一
リ

ッ
ト
ル
四

十
五
円
で
す
。

料
金
徴
収
は
、
自
治
会
長
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

農
林
課
振
興
係
(
宮
⑫
四
一

O
O内

線
三
二
三
有
線
②
O
七
六
二
)

氏 名 住 所 電 話

清水タケノ 中央4・13・2(上紺屋町) 24-0910 

金井勘治 踏入2・13・2(踏入) 22-5214 

大島かめよ 小泉53(町小泉) 23-8249 

村山忠 夫 下之郷350・1 38-3179 

矢島良造 大屋204 36-2131 

間宮けさ子 中央3・2・22(原町) 22-1047 
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上岡市農業委員会委員の皆さん

え73号ー

た:ミミ

'f'V 

(cQJ=会長0=冨リ会長，敬称略)

農業委員会委員選挙、および市内三農業協同組合推薦、上田市議会推薦による「上田市農業委員会委員」の皆

きんが下表のと お りきまりま した。 同委員の皆 さんは、 7月20日から三年間 ご苦労いただきます。

氏 名 イ主 戸斤 電 話 氏 名 イ主 戸斤 電 話

@ノト キ木 功 別所温泉 220-1
有 0-7494

春 原 泰 夫 常磐城4・3・14
有 2-8083

38-2125 22-0521 

0六 )11 清 大久保3005
有 2-6729

宮 入 英 夫 下之郷200
有 0-5142

27-4951 38-2281 

金 井 清 司11 吉 田239
有 3-1151

大 沢 茂二郎 小 泉458
有 3-1814

27-5750 24-6340 

上ー 原 憲 古安曾2202 尾 山奇 久 イ変 上青木147
有 2-1974

38-3208 36-2878 

片 山 喜 人 中野531
38-5612 

τ田生~ 橋 孝 夫 舞 田249
38-2152 

宮 原 イ義 久 中吉 田2481・1
有 2-3566

品目 谷 広 務 長島338-6
36-2179 23-2501 

西 t尺 嘉 雄 上室賀2221 土 屋 勝 手IJ 長 島718
有 2-6888

31-8178 24-3160 

中 沢 米 男 長 入3679
有 2-3251

林 要 上本郷425
有 0-3061

岡 田 j青 手塚810
有 0-6511

呈主 沢 勝 手火 野竹 177
有 2-5518

38-4484 23-0716 

ノj、非木 信 神科 山口 1140 山埜 村 善 博 中京ui2857・3
有 0-5513

22-8423 

7K 沢 良日 岡234
有 2261 

上 原、 ア7j一t・ 雄 下郷713-1
有 2-4524

31-2200 

t易 本 睦 雄 新屋242
有 2-5351

山 崎 正 夫 下堀 1114
24-0186 24-0570 

止l 山奇 南 中央5・13・8 鷲 原 茂 春 東 前山434
有 0-6094

22-5304 38-3975 

山 手口 宏 浦 野98
有 2895 

高 遠 手口 秋 上塩尻559
22-5238 

回 中 稔、 中 之条274
有 3-4117

山 山奇 通 雄 神 科 山 口945
23-0830 24-6322 

本 道 良 太 下塩 尻480
有 2-9644

原 Zιs 男 倉升1602
有 3-2671

22-9651 24-2943 

曲 尾 平 亡Eとコ 塩田新町385・1
有 0-6862

関 東 石 神
38-4138 38-3100 

関 キ念 石神1600
有 0-4736

イ左 藤 隆: 岩清水3279
有 2--4845

明 38ー 5426 27-5833 

井 沢 洋三郎 越戸486
有 2693 

土 屋 豊 樹 下室賀2809
31-2237 31-2345 

西 ~~ 小牧541
有 3-5452

手 塚 利 五加765
有 0-2211

入 市 22-0889 38-3920 

~5 カ県口
有 0-5845

中 村 イ呆 雄 上田原292
有 3-2336

節 雄 下 組1713
38-3710 

{主 小 島493・1
有 0-3562

金 井 裕 次 神科山口531
有 2-6543

藤 良 手口 38-5123 22-6567 
h・・ーー一一一

十
月
十
二
日
附

⑪
午
前
十
時
三
十
二
分
市
川
西
支
所
前

小
学
校

(
堀
田
マ
マ
さ
ん
バ
レ
|
)

⑬
同
十

一
時
二
十
四
分
新
町
寿
食
堂
前

↓

K
聞
紙
阿
側
(
第
四
中
小
校
}

⑬
同
一
時
二
十
五
分
上
田
橋
両
側
↓
上
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小
学
校

(嵐
田
マ
マ
さ
ん
バ
レ
|
)

⑬
同
十

一
時
二
十
四
分
新
町
寿
食
堂
前

↓
市
塩
田
支
所

(塩
田
中
学
校
)

⑬
午
後
一
時
十
五
分
上
田
原
か
ま
や
前

↓
上
回
僑
西
側

(第
四
中
学
校
)

⑬
同

一
時
二
十
五
分
上
田
橋
両
側
↓
上

田
市
役
所

(
下
山
内
校
)

十
月
十
二
日
附

⑪
午
前
十
時
三
十
二
分
市
川
西
支
所
前

↓
川
西
中
学
校

(
川
西
中
学
校
)

⑫
同
十
一
時
四
分
別
所
相
染
問
↓
別
所

マ
マ
さ
ん
テ
ニ

ス

・
早
起
き
野
球
の
皆
さ
ん
で

あ
な
た
の
街
を

矩
火
が
走
り
ま
す

「
日
本
の
屋
服
に
手
を
つ
な
ぐ
」
を

ス
ロ

ー
ガ
ン
に
し
た
、
や
ま
び
こ
国
体

の
シ
ン
ボ
ル
J
胆
火
H

は
、
十
月
六
日
、

信
濃
国
分
寺
史
跡
公
園
で
上
田
市
の
火

と
し
て
保
火
さ
れ
「
繁
明
(
れ
い
め
い

)

の
火
」
と
命
名
さ
れ
た
あ
と
、
十
月
八

日
か
ら
矩
火
リ
レ
ー
を
行
い
ま
す
。

リ
レ

l
隊
は
、
隊
長
以
下
十
五
名
で

?
?
さ
ん
テ
ニ
ス
・
早
起
き
野
球
の
選

手

・
中
学
生
な
ど
の
皆
さ
ん
が
市
民
を

代
表
し
て
市
内
を
走
り
ま
す
の
で
、
あ

な
た
の
街
を
胆
火
リ
レ
|
隊
が
走
る
と

き
は
、
ご
声
媛
を
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ー
ス

・
中
継
時
間

・
リ
レ
|
隊
名

は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
(
)
内
が
リ
レ

ー
除
名
で
す
。)

O
の
中
の
数
字
は
、
矩
火
リ
レ

l
コ

ー
ス
略
図
の
コ
ー
ス
順
の
数
字
で
す
。

十
月
八
日
間

①
午
前
十
時
市
役
所
前
↓
合
同
庁
舎
前

(
7

7

さ
ん
テ
ニ
ス

)

え'】ーベ5ト一一一一昭和53年 8月16日 広報

②
同
十
時
八
分
合
同
庁
舎
前
↓
下
房
山

(
第
一
中
学
校
)

③
同
十
時
二
十
九
分
西
上
田
駅
前
↓
宮

野
鉄
行
所
前
(
陸
協
駅
伝
部
)

④
同
十
時
三
十
九
分
宮
野
鉄
行
所
前
↓

裁
判
所
前

(軟
式
庭
球
ク
ラ
ブ

)

⑤
同
十
時
四
十
八
分
裁
判
所
前
↓
ユ
ニ

l
上
回
庖
前
(
第
三
中
学
校
)

⑥
同
十
時
五
十
四
分
ユ
ニ

|
上
田
庖
前

↓
菅
沼
モ

ー
タ
ー
ス
前

(第
二

中
学
校
)

⑦
同
十
一
時
一
分
菅
沼
モ

ー
タ
ー
ス
前

↓
国
分
寺
史
跡
公
園
前
(
側
ア
ー
ト
金

属
野
球
部
)

⑧
午
後
一
時
三
十
分
大
屋
駅
前
↓
み
す

ず
台
北
公
会
堂
前

(
大
屋
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ

ー
ム
)

⑨
同
一
時
五
十
四
分
市
豊
殿
支
所
↓
赤

坂

(豊
殿
野
球
リ
!
グ
)

⑮
同
二
時
十
九
分
神
科
診
療
所
前
↓
伊

勢
山
か
わ
い
商
庖
前
(
第
五
中
学
校
)

あなたの街を走る煙火コース略図



だ 昭和53年 8月16臼一一一ーベ6トー

: 7月24日から26日まで、;永ぎのできな

;いお母さんを対象に 「ママさ ん水泳教

:室 」が行われました。参加した50名は、

:早く泳げるようにと一生懸命練習 し、

!一応泳げるようになりました。(写真)

』・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・ーー・・ー------

で
の
調
剤
な
ど
の
費
用
が
無
料
に
な
り

ま
す
。

〈
手
続
先
き
・
お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
社
会
課

(
宮
⑫
四

一
O

O
内
線
三
七
八
有
線
②
O
八

O
二

市
豊
殿
支
所
(
宮
⑫
四

O
O
一
有
線

②

O
九

二

二

市
塩
田
支
所
(
告
⑮
三
0
0
0有
線

塩
田
二

O
二

二

市
川
西
支
所

(
宮

@
二
O
O
二
有
線

川
西
二
O
二
O
)

お知らせ

民
年
金
委
員
)
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、

八
月
二
十
日
制
か
ら
三
十
一
日
間
ま
で

に
行
い
ま
す
の
で
、
八
月
支
払
い
分
の

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
い
皆
さ
ん
は

至
急
、
郵
便
局
で
受
け
取
り
、
国
民
年

金

(福
祉
)
証
書
を
民
生
委
員
さ
ん
に

渡
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民

集
年

ごめ A

協ま天
力 す 福
くの祉
だ でζ

さ茎
い Z

年
金
の
支
払
い
金
額
を
記
入
す
る
た

め
、
毎
年
行

っ
て
い
る
国
民
年
金

(福

祉
)
証
書
の
回
収
を
各
民
生
委
員
(
国

五
歳
以
上
、
七
十
歳
未
満
の
人
の
医
療

費
が
九
月
一
日
か
ら
無
料
に
な
り
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
と
思
う
人
は
、
次
の

と
こ
ろ
へ
印
鑑
、
健
康
保
険
証
を
持
参

し
て
早
目
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
き
を
す
る
と
、
九
月
一

日

以
降
、
お
医
者
さ
ん
で
の
診
療
、
薬
局

訂
正
お
わ
び

八
月
一
日
発
行
の
広
報
う
え
だ
第
七

七
二
号
の
「
臼
年
度
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
診
日
程
表
」
の

9
月

M
日
同
稲
荷
神

社
、
比
大
手
は
、
稲
荷
神
社
、
北
大
手

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

一
わ
す
れ
て
い
ま
せ
ん
か
一

…

老

人

医

療

費

一

一

無

料

化

の

届

出

一

一

〈

市

民

税

非

課

税

世

帯

の

一

F

六
十
五
歳
以
上
の
人
〉
一

取
り
引
き
・
証
明
用
の
ハ
力
リ
は

必
ず
検
査
を
受
け
よ
う

えつ

ハ
カ
リ
の
定
期
検
査

市
民
税
が
か
か
ら
な
い
家
庭
の
六
十

ー第 773号 (211i品目指日)一一一広報

日程 検査場所 検査時間 対象地区

9月1日後 市 川 西 支所 午前 9:30-11: 3~ 川西地区

泉国 公 民館 午後 1:00-3 :O( 泉団地区

4日開 相 染 閣 午前 9:30-11: 3( 別所地区

11 川辺町会館 午後 1:00-3・O( 川辺地区

5日(火 鈴子公民館 午前 9:30-11:3 東塩団地区

11 西塩 田 会館 午後 1:00-3 :O( 西塩田地区

6日休 塩田解放会館 午前9・30-午後 3:0 塩回全地区

7日休 諏訪形公会堂 1/ 城下地区

8日後 市豊殿支所 午前 9:30-11 :3( 豊殿地区

1/ 上野が丘公民館 午後 1:00-3・O(神科地区

11日(月 新屋会館 午前 9:30-11 :3( 西部地区

1/ 新町公会堂 午後 1:00-3 :O( 1/ 

12日(火 大屋公会堂 午前9・30-11:3( 神川地区

/1 上回卸商業会館 午後 1:00-3 :O( 塩手大尻手口地 区

13日休 1/ 午前9:30-午後3:O( 1/ 

14日休 新田区民会館 1/ 北部地区

18日(月 上小建設業会館 1/ 東部地区

19日(太 上回蚕種協同組合 11 1/ 

20日同 南天神町公会堂 1/ 南部地区

25日開 市役所検査室 11 全中央地市区

26日(火 11 1/ 1/ 

27日休 1/ 11 11 

28日休 1/ 1/ 11 

10月11日休 1/ 1/ 全 市

12日休 1/ 1/ 11 

13日後 1/ 1/ 1/ 

9
月

1
日
か
ら
実
施

※12時か ら1時までは、検査を休ませていただきます。

市
は
、
五
十
三
年
度
の
ハ
カ
リ
の
定

期
検
査
を
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

取
り
引
き
、
証
明
用
に
使

っ
て
い
る

ハ
カ
リ
は
、
こ
の
検
査
を
受
け
な
い
と

引
き
続
い
て
使
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
必
ず
最
寄
り
の
会
場
で
受

け
て
く
だ
き
い
。
ま
た
、
転
廃
業
な
ど

で
ハ
カ
リ
を
使
わ
な
く
な
っ
た
場
合
は

必
ず
商
工
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
き
い
。

ハ
カ
リ
が
二
十
台
以
上
あ
っ
た
り
、

建
物
な
ど
に
取
り
付
け
て
あ
っ
て
動
か

せ
な
い
場
合
、
ま
た
は
光
電
式
ハ
カ
リ

の
場
合
は
、
出
張
し
て
検
査
し
ま
す
。

出
張
検
査
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、

「申
請
書
」
(
商
工
課
に
あ
り
ま
す
。)

を
市
役
所
二
階
商
工
課
計
量
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
出
張
検
査
は
十
月
に

入
っ
て
か
ら
行
う
予
定
で
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

商
工
謀
計
量
係

(
宮
⑫
四

一
O
O
内

線
三

O
三
)

ハカリ定期検査日程表

出
張
検
査
も
行
い
ま
す

却
台
以
上
や
光
電
式
の
場
合

川
月
か
ら

家
族
は
上
田
市
民
で
あ
る
人
。

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名
。

の
白
二
重
封
筒
(
合
否
連
絡
用
、
宛
先

記
入
)



初
台
以
上
や
光
電
式
の
場
合

川
月
か
ら
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受市孟

3馨2
2貝?

(日)を柔
ら募き
品集品

市
で
は
、
一
般
事
務
、
保
母
、
土
木

技
術
、
電
気
技
術
の
職
員
を
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
、
市
役

所
三
階
庶
務
課
職
員
係
ま
で
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

〈
資
格
・
人
員
〉

一
般
事
務
・
上
級
(
大
卒
程
度

)
l昭
和

二
十
九
年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た

人
。

初
級

(高
卒
程
度

)
l
昭
和
三
十
四

えつーベ7)一一一一昭和53年 8月16日 広報

選挙の知識

① 
輸

線
三

O
三
)

年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人
。

保
母

(短
大
卒
程
度

)
l
昭
和
三
十
一

年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人
で
、

保
母
の
資
格
が
あ
る
人
、
ま
た
は
来

年
三
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
が
見
込

ま
れ
る
人
。

土
木
(
環
境
整
備
工
学
含
む
)
技
術
・

上
級
(
大
卒
程
度

)
l昭
和
二
十
九
年
四

月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人
。

電
気
技
術
・
初
級
(
高
卒
程
度

)
1昭
和

三
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た

人
で
、
高
校
電
気
科
の
卒
業
者
、
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
人
。

た
だ
し
、
ど
の
職
種
も
上
田
市
民
で

あ
る
入
、
ま
た
は
勉
学
な
ど
の
た
め
一

時
、
他
市
町
村
に
居
住
し
て
い
る
が
、

験 12~

家
族
は
上
田
市
民
で
あ
る
人
。

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名
。

〈
試
験
日

・
科
目
〉

十
一
月
七
日

ω午
前
八
時
受
付
、
同

八
時
三
十
分
試
験
開
始
。

一
般
事
務

上
級
H
H
教
養
、
専
門
試
験

初
級

l
教
養
、
適
性
試
験

保
母

l
教
養
試
験
、
体
力
検
査
、
音
楽

(
音
楽
は
十

一
月
五
日
制
実
施
)

土
木
・
電
気
技
術

1
教
養
、
専
門
試
験

〈
必
要
書
類
〉

マ
受
験
申
込
書
(
市
役
所
庶
務
課
に
あ

り
ま
す
)
マ
履
歴
書
お
よ
び
最
終
学
校

成
績
証
明
書
(
高
校
在
学
者
は
、
統
一

応
募
書
類
を
使
用
)
マ
資
格
証
明
書
、

ま
た
は
資
格
取
得
見
込
証
明
書

(
保
母

の
み
)
マ
住
民
票
マ
五
十
円
切
手
添
付

選挙運動の期間と事前運動(1)

選挙運動は、 「立候補届」が受理されたときか

ら、選挙期聞が終る前日(投票日前日)までしか

できません。 したがって、これ以外の期間は、選

挙の前であろうと、後であろうと選挙運動や選挙

運動にまぎらわしいことは禁止されています。

これらの運動を行うことを事前運動といい、次

のような事前運動カ、禁止されています。

1.反対党に投票させない行為でも、自分の属する

党に投票してくれるような目的があるときは、

選挙運動とみられます。

2.立候補しようとする人の氏名だけのポスターを

電柱やその他建物などに掲示することはいけま

せん。

3予選会の結果を組合や団体の欠席者に通知する

ことは、違反となることがあります。

4.特定の候補者の当選をはばむような行為は、事

前運動に含まれることがあります。

5.立候補 を決意した人が、立候補届前に個々の選

挙人に「よろしく」と頼むことはいけません。

戸別訪問も同じです。

6.後援会組織のために行う戸別訪問は、立候補予

定者の人格の敬慕、事業の後援組織などのため

に行うことはよいが、当選を図る目的をもっと

認められるような言動があれば違反となります。

の
白
二
重
封
筒

(合
否
連
絡
用
、
宛
先

記
入
)

〈申
込
期
限
・
お
問
合
せ
〉

十
月
二
日
聞
か
ら
二
十
一
日
出
ま
で

乳

児
三
歳
児

検

幸会
ロタ

九
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
左
表

に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
、
い
ず
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

乳児検診日程表

場会 上田市健康セ ンター 市塩田支所二階会議室 |出唱市祉川西セ社ン会ター

4か月児 9か月児 1歳半児 4・9か月児 l歳半児 1歳半児

対

象
53年 5月 52年 2月 52年 2月

児 53年 5丹生 52年12月生 52年 3月生 生 生 生
52年12月 52年 3月 52年 3月

地区

同日市

内|新市内旧市内阪市戸 旧市内 塩田全区 卑回全区 川西全区

9 f 27日 1日 20日 5日 6日 26日 7日 12日

に
庶
務
課
職
員
係
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
二
二
二

・

二
二
三
有
線
②

O
六

五

二

三歳児検診日程表

会場 上回市健康センター

地区

対

象 50年 8月生

児

9月

断 酒
酒考を
会えや
にてめ
参いた
加るい

し皆と
よさ
う ん

酒
で
体
を
こ
わ
し
た
、
酒
で
失
敗
し

家
庭
や
職
場
に
迷
惑
を
か
け
た
な
ど
で

酒
を
や
め
る
よ
う
忠
告
を
受
け
た
り
、

自
分
で
も
や
め
よ
う
と
思
い
な
が
ら
や

め
ら
れ
ず
に
悩
ん
で
い
る
皆
さ
ん
、
ま

た
は
家
族
の
皆
さ
ん
「
断
酒
会
の
酒
害

相
談
」
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
酒
を
や

め
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
体
験
談
や
医
師
の

お
話
し
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

と

き

1
毎
週
木
曜
日
午
後
七
時
か
ら

九
時
。

と
こ
ろ

l
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ

l
保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

(
宮
⑫
四
一

O
O
内
線
二
九

O
)
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み
ん
な
加
入
し
よ
う
一

を
得
て
い
ま
す
。
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い

な
い
皆
さ
ん
は
、
労
政
課
内
の
同
会
事

務
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
上
田
勤

労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
包
⑫
四
一

0
0

内
線
三

O
七
宮
⑫
七
三
六
三
)

こ
の
互
助
会
で
は
、
会
員
相
互
の
助

け
合
い
事
業
と
し
て
、
会
員
死
亡
時
に

十
五
万
円
、
住
宅
全
焼
の
時
二
十
万
円

結
婚
に

一
万
五
千
円
な
ど
を
給
付
す
る

共
済
事
業
。
思
わ
ぬ
出
費
や
病
気
、
事

故
の
と
き
五
十
万
円
ま
で
お
貸
し
す
る

生
活
資
金
貸
付
事
業
、
住
宅
を
建
て
る

と
き
、
一
千
万
円
ま
で
お
貸
し
す
る
住

宅
資
金
貸
付
事
業
。

レ
ク
リ
エ

l
シ
ョ

ン
と
し
て
の
パ
ス
旅
行
。
家
庭
医
薬
品

の
配
布
な
ど
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

百
円
、
会
代
二
百
同
(
そ
れ
ぞ
れ
一
人

分
)
を
添
、
え
て
同
会
事
務
局
へ
提
出
し

て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。
皆
さ
ん
仲
間

を
誘
い
あ

っ
て
事
業
所
く
る
み
で
加
入

!
レ
キ
生
|
)
よ
‘
っ
。

生
活
資

住金
宅 50
資万
金円
1000 
万
円

入
会
手
続
き
は
簡
単
で
す

入
会
手
続
き
は
、
入
会
届
と
入
会
金

行
方

相不
談明
所の
を人
開捜を
設す

ん
は
、
同
相
談
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1
、
病
気
な
ど
で
家
出
し
た
。

2
、
理

由
い
か
な
い
の
に
家
出
し
た
。

3
、

長
い

間
消
息
が
わ
か
ら
な
い
。

4
、
白
殺
の

お
そ
れ
が
あ
る
。

5
、
犯
罪
の
被
害
者

と
な

う
て

い
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

相
談
の
際
は
、
な
る
べ
く
行
方
不
明

の
人
の
写
真
や
家
出
当
時
の
状
況
が
わ

市
は
「
上
田
市
勤
労
者
互
助
会
」
を

つ
く
り
、
労
働
組
合
の
な
い
小
規
模
事

業
所
に
お
勤
め
の
皆
さ
ん
に
、
み
ん
な

が
力
を
合
せ
て
明
る
い
職
場
づ
く
り
と

生
活
の
安
定
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
約
九
百
名
の
皆
さ
ん
が
入
会

さ
れ
、
「
と
て
も
役
に
立
つ
」
と
好
評

答
察
で
は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
行

方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
を
聞
い
て

い
ま
す
。
次
の
事
柄
で
ご
心
配
の
皆
さ

ー第 773号 (れ152ZA24)一一一広報 えつ

踊るあほうに見るあほう

約 8万人が参加

にぎやかに上田わっしょい

市民の祭り、 「上田わっしょしりが 7月29日午後

5時から市の中心街で行われ、約 8万人の人出でに

ぎわいました。

午後 5時の交通規制と同時に、市内の女子銀行員

だけの 「みこ し」をはじめ10台のみこしと獅子(し

し)一連が 7時45分まで元気よくお祭り広場をねり

歩き、8時から97の踊り連、老若男女約1万人が暑さを

吹き飛ばせとは、かり、リズミカルに夜ふけまで踊り

夏の一夜をたの しみました。

ヨ

か
る
資
料
、

例
え
ば
、
身
体
、
服
装
、

所
持
品
な
ど
の
特
徴
か
わ
か
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

〈相
談
所
の
日
時

・
場
所
〉

長
野
県
繁
察
本
部
鑑
識
謀
、
八
月
三

十

一
日
ま
で
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
十
五
分
ま
で
、
土
曜
日
は
、

正
午
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
日
曜
日
は

休
み
ま
す
。

(
宮
長
野
⑨
一
二
五
一
内

線
二
三
六
三
)

ご

寄

付

お

礼

マ
小
泉
憲
一
様

(
上
小
島
)

鉄

製

べ

y

ド
一
台
、
老
人
、
身
障
者
へ
の
貸
し

出
し
よ
う
と
し
て
。

マ
丸
山
四
郎
様
(
大
手
二
)
ク
ル
ミ

ス
ズ
チ
ャ
イ
ム
三
千
五
百
個
、
絵
ハ
カ

キ
三
千
五
百
組
、
ガ
ク
三
百
面
、

観
光

課
へ
。

マ
農
民
美
術
若
実
会
様
三
千
円
社

会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て
。

マ
朝
日
広
告
社
長
野
支
局
松
本
営
業
所

様
点
宇
図
書
二
百
十
冊
、
点
字
図
書

館、
マ
側
創
昧
様

十

万

円

、
社
会
福
祉
事

業
資
金
と
し
て
、

マ
竹
重
為
彦
様

(北
御
牧
村
)

野

沢

菜

漬

百

二

十

時

(
か

ん

)

社

会

福

祉
地
設
へ

マ
小
山
円
山
幸
男
様

(中
央
六

)

二

万

同
社
会
悩
祉
事
業
資
金
と
し
て

以
上
の
杵
き
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
厚
く
お
札
申
上
け
ま
す
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